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水 晶 體 蛋 白 ノ 特 異 性 ニ 就 テ

岡山醫科大學衛生學教室(主任緒方教授)

牧 野 眞 人

第1章　 緒 言

1903年Uhlenhuth氏 ガ初 メテ沈 降反應 ニヨ リテ水晶體 蛋白 ニハ臓 器特異性 ノ ミヲ認 メ毫 モ

種 屬特異性 ナキコ トヲ報告 セ シ坦來幾 多 ノ學者種 々ナル免疫 反應 ヲ以 テ ノ研究成績相次 ギテ報

告 セラ レルニ至 レリ.

先 ヅ沈降反應 ヲ以 テノ研索 ヲ見 ルニUhlenhuth u. Haendel,栗 本,後 藤,筑 波, Szi1y,及 ビ

有澤 ノ諸氏 ア リテ有澤, Szily兩 氏 ガ鷄胎 見 ノ水 晶體 ニ於 テ栗本氏 ガ煮沸 セル異種 屬水 晶體 ニ於

テ筑波氏 ガ異種屬水晶體 ニ於 テ種 屬特異性 ノ存在 ヲ認 メタルノ外 ハ嚴格 ナル臓器特異性 ノミヲ

主張 セ リ.

補 體結合反應 ニ於 テハUhlenhuth, Roemer, Koenigsten,村 上,筑 波 諸氏 ノ報告 ア リテ只

筑波氏 ノ ミガ沈 降反應 卜同様異種屬水晶體 ニノ ミ種 屬特異性 ヲ認 メタ リ.

過 敏症反應 ニ至 リテハHraus, Doerr u. Soma, Andrejew, Mita, Krusius, Roemer u.

 Gebb, Kapsenberg,淺 田 諸氏 ノ報告 ア リテKrusiusハ 水 晶體皮質 ニ於 テRoemerハ 同

種 水晶體 ニ於 テ種 屬特 異性 ノ存 在 ヲ認 メタルモ後 淺田氏 ノ再試 ニヨ リテ全 ク根據 ナキ コ トヲ報

告 セラ レタ リ.吸 收試驗 ニ於 テハ村上,後 藤氏 ノ研究 ア リ.村 上氏 ハ同種 ノ水晶體 ヲ以 テ吸収

スルモ亦異種水 晶體 テ以 テ吸收 スル モ等 シク其 ノ結 合作用 ヲ喪失 スル モノナ リト云 ヒ,後 藤氏

ハ同種水 晶體 ヲ以テ吸 收 セバ同種,異 種水晶體共 ニ反 應 スル コ トアキモ異種水晶體 ヲ以 テ吸收

セバ 異種水 晶體 ニ對 シテハ反應性 喪失 スルモ同種水晶體 ニ對 シテハ尚ホ著明 ナル反應 ラ示 ス ト

云 フ.

上 述 ノ如 ク水晶體蛋 白ノ特異性 ニ就 テハ免疫反應 ノ如何 ヲ問 ハズ二三 ノ諸氏 ヲ除 ク ノ外 ハ嚴

格 ナル臓器特 異性 ヲノ ミ認 メ全 ク種 屬特異性 ノ存 在 ヲ否定 ス.

余 モ亦數 年來水 晶體 蛋白 ニ關 スル免疫學 的方面 ノ研 究 ニ精進 中タ マタ マ緒方教授 ノ免疫體稀

釋 沈降反應 ノ創成 ニ會 シ該法 ニ ヨル水晶體蛋白 ノ特 異性 ヲ研究 スル ト共 ニ意 ヲ免疫價 ノ強弱 ニ

彿 ヒ諸 家 ノ研 究成 績 ト比較研 索 セル ニ見ル可 キ結 果 ヲ得 タル ヲ以 テ ココニ報告 セン トス.

第2章　 實 驗 方 法

第1節　 免 疫 血 清

免疫ニハ總テ2000g以 上 ノ健康家兎ヲ使用セ リ.注 射ニ用ヒシ水晶體ハ新鮮ナル眼球 ヨリ得タルモノニ

シテ流水ニテ良 ク洗滌シ滅菌セル乳鉢ニテ充分 ニ磨碎シ10倍 量ノ生理的食鹽水ヲ以テ乳劑 トナシ24時 間
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氷室内ニ放置 シタル後遠心沈澱 シ其 ノ上清液ヲ以テ耳靜脉内注射ヲ行ヘリ.

試驗動物ヲ免疫スルニアタリ其 ノ注射囘數ハ蛋白質特異性ニ至大ナル關係ノ存在スルハ近時諸學者ノ注

目スル處ニシテ殊ニ水晶體蛋白ノ如 ク同種近親種ハ勿論異種類ニ於テスラ免疫學上同一ナル抗元的作用ヲ

有スルモノト認メラレタルモノニ於テハ更ナル可シ故ニ余ハ次ノ如キ免疫方法 ニヨリテ得タル血清ヲ使用

ス.

1.高 價 ナラザル免疫血清 即チ前記水晶體蛋白上清液ヲ生理的食鹽水ヲ以テ5倍 ニ稀釋 シ其ノ0.3㏄ 乃

至0.5㏄ ヲ漸次増量的ニ2同 乃至3囘3日 ノ間隔ヲ以テ耳 靜脉 内 ニ注射ヲ行ヒ最後 ノ注射ヨリ5日 乃至7

日目ニ頸動脉潟血ヲ行ヒテ血清ヲ分離y0.5%ノ 割合ニ石炭酸 ヲ加へ氷室ニ貯へ實驗ニ供ス,以 下之ヲ高價

ナラザル水晶體免疫血清 ト假稱ス.

2.高 價免疫血清 即チ從來諸家 ノ免疫反應 ニ使用セラレタルモノニシテ上述5倍 水晶 體蛋 白上清液

0.3cc乃 至0.5ccヲ 漸時増量的ニ5囘 乃至6囘4日 乃至5日 ノ間隔ヲ以テ耳静脉内注射ヲ行ヒタル後其ノ儘

飼養スルコト1乃 至2箇 月ニシテ再ビ0.3cc乃 至0.5ccヲ 漸次増量的ニ3乃 至4同 注射 シ最後 ノ注射日ヨリ

8日 乃至10日 目ニ頸動脉ヨリ全潟血ヲ行ヒ血清ヲ分離シ0.5%ノ 割合ニ石炭酸ヲ加へ氷室ニ貯へ實驗ニ供

ス以下之ヲ高價水晶體家兎免疫血清 卜假稱ス.

第2節　 抗 元 ノ 製 法

免疫ニ用ヒタル各種動物水晶體蛋白稀釋液 ヲ硝酸法 ニヨリテ血清 ノ蛋白含有量ニ一致セシメタル後抗元

トシテ使用セリ而 シテ補體結合反應ニ於テハ毎常抗補體性ナキヲ確メタル後實驗 ニ供ス.

第3節　 検 査 方 法

第1項　 沈 降 反 應

沈降反應ハ次ノ2様 ノ方法ヲ以テ之ヲ施行ス.

1. Ascoli氏 輪環法

即チAacoli, Fornet, Muller諸 氏 ノ唱導セルモノニシテ血清ヲソノママ細少試驗管 ニ盛 リ其ノ上ニ遞降

的ニ稀釋セル抗元ヲ静カニ重ネ室温ニ放置スルコト1時 間接面ニ白輪ヲ生ゼシ沈降元稀釋度ヲ以テ抗元血

清ノ沈降價 ト定メタリ而 シテ抗元稀釋度50倍 以下ノ濃厚度ニ於テハ白濁著シク反應 ノ判定困難ナルヲ以テ

之ヲ檢セズ沈降元稀釋倍數ハ50倍, 100倍, 200倍, 400倍, 600倍, 800倍, 1000倍 以下之ニ準ズ.沈 降元

稀釋 ニ用ヒシ生理的食鹽水ハ毎常對照試驗ヲ行ヒシモ陰性ナリシヲ以テ表中省略ス.

2.緒 方氏免疫體稀釋法

免疫血清ヲ新鮮ナル10%「 モルモツト」血清ニテ遞降的ニ稀釋 シ其各稀釋液ヲ細小試驗管ニ盛 リ遞降 的ニ

稀釋セル沈降元各稀釋液ヲ靜ニ重ネ室温放置スルコト1時 間ニシテ免疫血清ニ對シテ最適當ナル抗元ノ稀

釋倍數ニ於テ免疫血清ノ最低稀釋度ニ表 レ來 タレル白輪ヲ讀 ミテ該免疫血清ノ沈降價ヲ定ム.

第2項　 補 體 結 合 反 應

補體結合反應ニ在 リテモ沈降反應同様次ニ述ブル2様 ノ方法 ヲ以テ檢ス.
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1. Uhlenhuth氏 法

免疫血清ハ一定稀釋度ニ保チ抗元ヲノミ遞降的ニ稀釋 シ陽性反應ヲ呈スル抗元稀釋度ヲ以テ抗血清ノ補

體結合價 ト定ムルノ法ナ リ.

本法ハUhlenhnth氏 一 派ノ使用セルモノニシテUhlenhuth氏 ハ本法ヲ以テ水晶體蛋白ノ特異性ヲ快定

セリ.

2.免 疫體稀釋補體結合反應

本法ハ免疫體稀釋沈降反應ヲ基礎 トセル補體結合反應ニシテ免疫血清ヲ遞降的ニ稀釋スルト同時ニ抗元

モ亦之ヲ遞降的ニ稀釋シ其 ノ各 ノ稀釋液ヲ以テ補體結合反應ヲ施行シ免疫血清ニ對シテ最モ適當ナル抗元

稀釋度即チ結合帯ニ於テ免疫血清ノ最低稀釋液ニ表 レ來 レル溶血防止 ヲ讀 ミテ補體結合價ヲ定ム 而シテ溶

血素ハ家兎ニ於テ作成セル抗山羊血球免疫血清ヲ以テ シ其溶血價 ノ2倍 量ヲ溶血性抗元 トシテハ2.5%ノ

山羊血球 ヲ使用ス補體ハ新鮮ナル「モルモツト」血清ヲ用ヒ實驗ノ毎常必ズ其ノ溶血系ニ對スル補體ノ必要

量ヲ測定シ共1.2倍 ヲ使用ス.

第3章　 牛水 晶體家 兎 免疫 血清 ニ就 テ ノ實驗

第1節　 高價 ナ ラザル牛水 晶體家兎免疫血清 ニ就 テ ノ實驗

本實驗ニ使用セル免疫血清ハ實驗方法第1節 ノ1ニ 記載セルガ如キ方法ヲ以テ家兎52號(2250g)ヨ リ得

タルモノナリ.

第1項　 沈 降 反 應

1 Asco1i氏 法

第1表 ニ見ル如 ク牛水晶體家兎免疫血清ニ對シテ哺乳動物タル馬,豚,兎 及ビ「モルモツト」水晶體蛋白ハ

免疫ニ使用セル牛水晶體蛋白

ト同一沈降價 ヲ示シ2000倍

マ デ反應陽性ナルニ鷄及ビ蛙

水晶體蛋白ニ在 リテハ僅 ニ

200倍 マデ反應シ魚類ニ至 リ

テハ全ク陰性ナ リ.

要之Ascoli氏 法 ニ依 リ高價

ナラザル牛水晶體蛋白免疫血

清ヲ使用 シ水晶體蛋白ノ特異

性ヲ研索セルニ哺乳類水晶體

蛋白ニ於テハ種屬特異性 ノ存

在 ヲ認ムルコト困難ナルモ全

ク種屬 ヲ異ニセル鳥類兩棲類

水晶體蛋白ニ於テハ明ナル種

第1表

屬特異性 ヲ表 シ魚類 ニ於テハ絶體的種屬特異性ヲ示ス.
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2免 疫 體 稀 釋 法

第2表 ニ示ス如ク免疫體稀釋法ニ依 レバ高價ナラザル牛水晶體家兎免疫血清ニ對 シ牛水晶體蛋白ハ結合

帯100倍 ニテ沈降價40倍 豚

水晶體蛋白ハ結合帯100倍 ニ

テ免疫血清稀釋度20倍 マ デ

ハ著明 ナル沈降反應 ヲ示ス

モ40倍 ニ至 リテハ 殆 ド反應

ヲ認ムルコ ト能ハズ馬 「モル

モツト」水晶體蛋白モ亦豚水

晶體蛋白 ト結合帯竝ニ沈降價

共 ニ全 ク同一ナ リ.兎 水品體

蛋白ニア リテハ結合帯ハ同一

第2表

ナルモ沈降價ニ至 リテハ前者ニ比シテ多少低下スルヲ見ル然ルニ鳥類兩棲類水晶體蛋白ハ抗元稀釋度50倍

ニテ僅 ニ5倍 マデ反應スルニスギズ.

魚類ニ於テハ全々陰性ニ終レリ.

要 之免疫體稀釋法ヲ以テシカモ高價ナラザル免疫血清ヲ使用セバ全ク種屬ヲ異ニスル鳥類兩棲類ニアリ

テハ著明ナル種屬特異性ノ存在ヲ認メ得ルハ勿論哺乳動物間ニアリテモ亦僅微ナルモ尚ホ明ニ種屬特異性

ノ存在ヲ認 メ得べシ而シテ魚類水晶體ハ全ク反應陰性 ニシテ絶對的種屬特異性ヲ表ス.

第2項　 補 體 結 合 反 應

1Uhlenhuth氏 法

免 疫 血 清 ハ 之 ヲ10倍 ニ稀 釋 シ其0.5ccヅ ツ ヲ用 ヒ抗元 ハ 之 ヲ遞 降的 ニ 稀釋 セ ル モ ノ ノ0.5ccヲ 使 用 ス勿

論免疫血清及ビ抗元ハ共ニ抗

補體性 ヲ有スルコトナシ.

第3表 ニ示ス如ク高價ナラ

ザル牛水晶體家兎免疫血清 ニ

對 シ馬豚「モルモツト」水晶體

ハ免疫ニ使用セル牛水晶體 ト

殆 ド同一ニシテ400倍 マデ陽

性反應ヲ呈ス然 ルニ鷄及ビ蛙

水晶體蛋白ハ僅 ニ100倍 マデ

陽性反應ヲ示シ魚類ニ於テハ

全 ク陰性ナ リ

要之哺乳動物水晶體蛋白ニ

在 リテハ嚴格ナル臓器特異性

第3表
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ヲ示 シ全ク種屬特異性ヲ認メ得ザルモ種屬ヲ異ニスル鳥類兩棲類 ニアリテハ明ニ種屬特異性 ノ存在 ヲ認 メ

得べク魚類ニ至 リテハ絶對的種屬異性 ヲ表ス.

2　免疫體稀釋補體結合反應

本法 ニ依 レバ第4表 ニ示ス如ク高價ナラザル牛水晶體家兎免疫 ニ對 シ牛水晶體蛋白ハ結合帯200倍 ニシ

テ補體結合價40倍 豚水 晶體

蛋白ハ結合楷200倍 ニテ補體

結合價20倍 馬兎 「モルモ ツ

ト」モ亦結合帯竝 ニ免疫價共

ニ殆 ド豚ニ相等シキヲ見ル鶏

及ビ蛙水晶體蛋白ハ結合帯ハ

明ナラザルモ免疫血清稀釋度

5倍 マデ陽性反應ヲ呈ス.

要之高價ナラザル水晶體家

兎免疫血清ニ對 シ免疫體稀釋

第4表

補體結合反應ヲ以テ免疫價 ヲ測定セルニ異種動物水晶體ハ勿論同種動物水晶體ニアリテモ尚ホ種屬特異性

ノ存在ヲ認 メ絶對的臓器特異性ヲ認ムルコト能ハズ.

第2節　 高 價 牛 水 晶膿 家 兎免 疫 血 清 ニ就 テ ノ實驗

本實驗ニ供セル免疫血清ハ實驗方法第1節 ノ2ニ 示スガ如キ方法ヲ以テ家兎55號(2050g)ヨ リ得 タルモ

ノナ リ.

第1項　 沈 降 反 應

1 Ascoli氏 法

第5表 ニ示 ス如 ク高價 牛

水晶體家兎免疫 血清 ニ對 シ

Ascoli氏 法 ニ依 リ其沈降價 ヲ

測定セルニ馬,豚,兎 「モルモ

ツト」鶏及ビ蛙水晶體蛋白ハ

共ニ免疫ニ使用セル牛水晶體

蛋白 ト全ク同一沈 降價 ヲ示

ス.然 レドモ魚類水晶體蛋白

ハ士ノ成績ニ終 レリ.

要之哺乳動物水晶體蛋白ハ

勿論種屬ヲ全ク異ニスル鳥類

及 ビ兩棲水晶體蛋白ニアリテ

第5表
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モ高價水晶體免疫血清ヲ使用シAscoli氏 法 ヲ以テセバ嚴格ナル臓器特異性ヲ示シ毫モ種屬特異性ヲ認ムル

コト能ハズ只沈澱度 ニ多少 ノ差異アルヲ認ム.然 レドモ魚類ニ在 リテハ絶對的種屬特異性ヲ示ス.

2免 疫 體 稀 釋 法

第6表 ノ1ニ 見ル如ク免疫體稀釋法 ニ依 レバ高價牛水晶體免疫血清ニ對シ牛水晶體蛋白ハ結合帯800倍

ニテ沈降價800倍 ヲ示 シ豚 ,

馬「モルモツト」水晶體蛋白モ

亦牛水晶體蛋白 ト同一結果ヲ

見ル,然 レ共第6表 ノ2及 ビ

第6表 ノ3ヲ 詳細ニ比較觀察

セバ其ノ結合幅ハ牛ニ於テ最

廣ク豚 ニア リテハ免疫血清 ノ

稀釋度低下スルニ從ヒ著シク

狭少スルヲ見 ル而シテ馬 「モ

ルモツト」ニアリテモ豚ニ於

ケル ト同一成績 ヲ示ス.

鶏及 ビ蛙水晶體蛋白ハ共ニ

結合帯400倍 ニテ沈降價100

第6表 ノ1

倍 ヲ示ス魚類水晶體ニアリテハ全ク反應ヲ見ズ.

要之種屬ヲ異ニスル鳥類兩棲類水晶體ハタトへ高價水晶體免疫血清 ヲ使用スト難モ免疫體稀釋法ニヨレ

バ著明ナル種屬特異性 ヲ認 メUhlenhuth氏 ノ唱フルガ如キ絶對的臓器特異性ヲ有セズ然 レ共哺乳動物間ニ

在 リテハ高價水晶體家兎免疫血清 ヲ以テセバ殆 ド種屬特異性 ヲ認ムルコト能ズ只免疫ニ使用セル水晶體蛋

白ニ比シ他ノ哺乳動物水晶體蛋白ハ其ノ結合幅狹小ナルニヨリ之ヲ區別スルヲ得.

魚類 ニア リテハ タトへ高價免疫血清ヲ使用スト雌モ尚ホ完全ナル種屬特異性ヲ認ム.

第6表 ノ2(抗 元 ハ 牛 水 晶 體)
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第6表 ノ3(抗 元 ハ 豚 水 晶 體)

第2項　 補 體 結 合 反 應

1 Uhlenhuth氏 法

免 疫 血清 ハ 之 ヲ20倍 ニ稀 釋 シ其 ノ0.5ccヅ ツ ヲ使 用 シ 抗 元 ハ 之 ヲ遞 降 的 ニ稀 釋 セ ル モ ノ0.5ccヅ ツヲ使

用ス.

實驗ニ供セル免疫血清及ビ

抗元ニシテ抗補體作用ヲ呈セ

ルモノハ之ヲ省 ク.

第7表 ニ示ス如 ク高價牛水

晶體家兎免疫血清 ニ對シ牛,

馬,豚,「 モルモツト」及 ビ兎

等ノ如キ哺乳動物水晶蛋白ハ

勿論全 ク種屬 ヲ異ニセル鳥類

及ビ兩棲類水晶體蛋白モ亦殆

ド同一免疫價 ヲ示ス即チ抗元

稀釋度20000倍 マデ溶血阻止

現象ヲ表 シ嚴格ナル臓器特異

性ノミヲ示スコト毫モUhlen

huth氏 ノ實驗成績 卜差異 ア

ルヲ見ズ,

第7表

2免 疫 體 稀 釋 法

本法ニヨル補體結合反應 ニ從ヘバ第8表 ニ見ル如ク高價牛水晶體家兎免疫血清 ニ對シ牛水晶體ハ結合體

2000倍 ニテ補體結合價600倍 豚水晶體蛋白モ亦結合帯2000倍 ニテ免疫價600倍 ヲ示 シ馬,「 モルモツト」,
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第8表兎水晶體蛋白ハ殆 ド豚水晶體

蛋白 卜同一結果ヲ見 ル.

然 ルニ第8表 ノ2及 ビ第8表

ノ3ニ 見ル如 ク牛及ビ豚ハ共

ニ600倍 ノ補體結合價 ヲ示 ス

卜云へ共其ノ結合幅 ニ至 リテ

ハ免疫血清稀釋度濃厚ナルモ

ノニアリテハ殆 ド同一ナルモ

稀釋度低下スルニ從ヒ豚ハ牛

ニ比シ明ニ結 合幅 ノ狹小スル

ヲ認 メ得可 ク馬、「モルモツ

卜」,兎ニアリテモ亦同一關係

ヲ示ス,

然 ルニ鶏蛙等ノ如 ク全 ク種屬ヲ異ニスルモノニアリテハ 免疫價著シク低下シ結合帯800倍 ニテ僅 ニ100

倍 マデ溶血阻止セラルルヲ見ル.魚 類ニア リテハ全ク陰性ニ終ル.

要之哺乳動物間ニ在 リテハ其 ノ免疫價ヨリ論セバタトへ免疫體稀釋補體結合反應ヲ以テスルモ種屬特性

ノ存在ヲ證明スルコト困難ナルモ結合幅ヲ詳細比較觀祭セバ高價免疫血清ヲ使用スト云へ共其ノ間區別左

程困難ナラザルヲ覺ユ.

而 シテ全ク種屬ヲ異ニスル鳥類及ビ兩棲類ニ至 リテハ相對的種屬特異性ノ存在ヲ認ムルモ魚類ニアリテ

ハ絶對的種屬特異性ヲ示ス,

第8表 ノ2(抗 元 ハ 牛 水 晶 體)
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第8表 ノ3(抗 元 ハ 豚 水 晶 體)

第4章　 鶏水晶體家兎免疫血清ニ就テノ實驗

第1節　 高價ナ ラザル鶏水晶體家兎免疫血清ニ就テノ實驗

本實驗ニ使用セル免疫血清ハ實驗方法第1節 ニヨリ健康家兎(2100g)第36號 ヨ リ得タルモノナリ.

第1項　 沈 降 反 應

1 Ascoli氏 法

第9表 ニ示ス如 ク鴨水晶體蛋白ニ在 リテハ免疫ニ使用セル鶏水晶體蛋白 ノ沈降價ニ全 ク相等シク1000倍

マデ陽性反應ヲ呈スルニ牛,

馬,豚,兎,「 モルモット」ノ

如キ哺乳類蛙 ノ如キ兩棲類水

晶體蛋白ニ在 リテハ僅ニ100

倍 マデ沈降反應ヲ表 シ魚類ニ

於テハ全ク反應ヲ見ズ,

即 チ高價ナラザル鶏水晶體

家兎免疫血清ヲ以テAscoli氏

法 ニ從ヒ各種動物水晶體 ノ特

異性ヲ檢索スルニ鳥類ニ在 リ

テハ毫モ種屬特異性ナク只臓

器特異性ノミヲ示セルモ哺乳

類兩棲類ニ在 リテハ著明ナル

種屬特異性ヲ認ム而シテ魚類

第9表

水晶體ニ對 シテハ絶對的種屬特異性ヲ有ス.
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2免 疫 體 稀 釋 法

本法ニ從ヘバ第10表 ニ見ル如ク高價ナラザル鶏水晶體家兎免疫血清 ニ對 シ鶏 及ビ鴨水晶體ハ共ニ結合

帯50倍 ニテ沈降價20倍 ヲ示

シ絶對的臓器特異性ノミ示ス

ガ如キモ詳細ニ比較研究セバ

兩者ノ間ニ反應幅 ノ相異アル

ヲ見出スコ卜ヲ得.即 チ免疫

ニ使用セル鶏水晶體蛋白ハ鴨

水晶體蛋白ニ比シ反應幅廣大

ナルヲ認ム.

牛,馬,豚,兎,「 モルモツ

卜」,蛙水晶體蛋白ニ在 リテハ

僅 ニ5倍 マデ沈降反應ヲ呈ス.

第10表

魚類水晶體蛋白ニ在 リテハ全 ク陰性ナ リ.

要 之鳥類水晶體ハ免疫價ノミヲ以テセバ嚴格ナル臓器特異性ヲ示スモ反應幅ヨリ比較觀察セバ其 ノ間多

少 ノ差異アルヲ認 メ得可シ.

哺乳類兩棲類水晶體ハ明ニ種屬特異性ヲ示 シ諸氏 ノ唱フルガ如キ絶對的驗器特異性 ヲ有スルコ卜ナク魚

類水晶體ニ在リテハ絶對的種屬特異性 ヲ示ス.

第2項　 補 體 結 合 反 應

1 Uhlenhuth氏 法

高價ナラザル鶏水晶體家兎免疫血清ヲ10倍 ニ稀釋セルモノノ0.5ccヅ ツ卜抗元ヲ遞降的ニ稀釋 シ其 ノ各

液0.5ccヅ ツ 卜ヲ以 テ補 體

結合反應ヲ試 ミタル 一第11

表 ニ示ス如 ク鴨 ニ在 リチハ

1000倍 鶏 ニ在 リテモ 亦1000

倍 マデ溶血阻止 ヲ示シ哺乳類

及ビ兩棲類ニ在 リテハ50倍

ニ於テ既ニ不完全溶血阻止ヲ

呈ス魚類ニアリテハ全 ク反應

ヲ見ズ要之高價 ナラ ザル鶏

水晶 體家兎免 疫血清ニ對 シ

Uhlenhuth氏 法 ニヨレバ鳥類

ニ在 リテハ殆 ド完全ナル臓器

特異性ヲ示スモ哺乳類兩棲類

第11表
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ニ在 リテハ著明ナル種屬特異性ヲ認メ魚類ニ於テハ絶對的種屬特異性ヲ見 ル.

2免 疫 體 稀 釋 法

本法 ニヨル補體結合反應ヲ施行セバ第12表 ニ示ス如 ク鶏,鴨 水晶蛋白ハ共ニ結合帯50倍 ニテ30倍 マデ

陽性ニシテ共 ノ免疫價ヨリ論

セバ絶對的臓器特異性ヲ示ス

モ反應幅ニ在 リテハ兩者ノ間

ニ明ニ差異アルヲ見ル牛,馬,

豚,兎,「 モルモット」,蛙,蟇

水晶體蛋白ニアリテハ最モ適

當ナル抗元稀釋 ヲ以テスルモ

僅ニ免疫血清5倍 稀釋度マデ

溶 血阻止ヲ見ル魚類 ニ在 リテ

ハ全ク陰性 ノ結果ニ終ル.

第12表

要之免疫體稀釋法 ヲ以テスモUhlenhuth氏 法 ニ於ケル 卜全 ク同一ニシテ鳥類ニアリテハ殆 ド完全ナル臓

器特異性ヲ示 シ其反應幅ニ於テ多少ノ差異アルヲ見ルニスギズ然 レ共哺乳類兩棲類ニア リテハ著明ナル種

屬特異性ヲ示 シ魚類及ビ軟體魚類ニア リテハ絶對的種屬特異性ヲ認ム.

第2節 高價 鶏 水 晶體 家 兎 免 疫 血 清 ニ就 テ ノ實 驗

本實驗ニ使用セル免疫血清ハ實驗方法第1節 ノ2ニ ヨリテ體重200gヲ 有 スル健康家兎(38號)ヨ リ之ヲ

得.

第1項　 沈 降 反 應

1 Ascoli氏 法

高價鶏水晶家兎免疫血清ニ

對シAscoli氏 法 ニヨリ其ノ沈

降價ヲ側定セルニ第13表 ニ

示セル如 ク鳥類ハ勿論哺乳類

兩棲類ニ至ルマデ免疫ニ使用

セル鶏水晶 卜殆 ド同一程度 ノ

沈降價 ヲ呈シ毫モ種屬特異性

ヲ認ムルコト能 ズ.

魚類ニ在 リテハタトへ高價

免疫血清ヲ使用ス 卜難モ殆 ド

反應ヲ呈セズ嚴格ナル種屬特

異性ヲ示ス.

第13表
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2免 疫 體 稀 釋 法

高價鶏水晶體家兎免疫血清ヲ以テ本法ニ從ヒ沈降反應ヲ試 ミタル第14表 ニ見ル如ク鳥類ニ在 リテハ結合

帯800倍 ニテ800倍 マデ沈降

反應ヲ呈 シ反應幅ニ於テモ殆

ド差異 ヲ見出スコ卜困難ニシ

テ嚴格ナル臓器特異性ヲ表ス

反之哺乳類 タル牛,馬,豚,「 モ

ルモツ卜」兎及ビ兩棲類 タル

蛙,墓 水晶體蛋白ニ在 リテハ

結合帯100倍 ニテ沈降價僅ニ

60倍 ヲ示シ魚類ニ在 リテ ハ

全 ク反應ヲ示サズ.

即 チ高價鶏水晶體家兎免疫

血清ヲ使用シ免疫體稀釋法ヲ

第14表

以テセバ鳥類ニ在 リテハ絶體的臓器特異性ヲ見ルモ哺乳類及ビ兩棲類ニ在 リテハ明ニ種屬特異性ノ存在ヲ

認ム然 レ共魚類 ニ在 リテハ嚴格ナル種屬特異性ノミヲ示シ全 ク臓器特異性ヲ有セズ.

第2項　 補 體 結 合 反 應

1 Uhlehuth氏 法

免疫血清ハ之ヲ10倍 稀釋液トナシ其 ノ0.5ccヅ ツヲ抗元ハ遞降的ニ稀釋セル各液ノ0.5ccヅ ツヲ使用シ

補體結合反應 ヲ試 ミシニ第

15表 ニ示ス如 ク鳥類 ハ勿論

哺乳類及ビ兩棲類 ニ至ルマデ

免疫ニ使用セル鶏 水晶 體 ト

殆 ド同一 ニ シテ8000倍 乃至

10000倍 マデ溶 血阻止ヲ呈ス.

但 シ魚類 ニ於テハ全ク反應ヲ

呈セザルカ或ハ只根跡ノミヲ

認ムルニ過ギズ.

即 チUhlenhuth氏 法 ニヨ

リシカモ免疫 ノ高價ナルモ ノ

ヲ以テセバ鳥類哺乳類及ビ兩

棲類 ノ間ニ全ク種屬特異性ヲ

認ムルコト能ハズシテ嚴格ナ

ル臓器特異性ノミヲ見 ル.

第15表
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2免 疫 體 稀 繹 法

本法 ニ依 レパ第16表 ニ示ス如ク鳥類ニアリテハ免疫ニ使用セル鶏水晶體蛋白 トノ間ニ全ク差異ナク結

合 帯2000倍 ニ テ600倍 マ デ

溶 血 阻 止 ヲ示 シ反 應 幅 ニ在 リ

テ モ殆 ド同 一 ナ リ.然 レ共 牛,

馬,豚,「 モ ル モ ッ ト」 ニ 在 リ

テ ハ 結 合 帯800倍 ニ テ80倍

マ デ兎,蛙 ニ在 リテ ハ結 合帯

800倍 ニテ60倍 マ デ溶 血阻

止現象ヲ示ス.魚 類 ニ在 リテ

ハ全 ク反應 ヲ見ズ.

即 チ高債鶏 水 晶體 家兎免

疫血清ニ對 シ免疫體稀釋補體

結合反應ヲ以テセバ鳥類ハ殆

第16表

ド臓器特異性 ノミヲ表スモ哺乳類ハ著明ナル種屬特異ヲ示シ兩棲類 モ亦哺乳類 ト殆 ド同一ナル成績 ヲ見ル

然 レ共魚類ニ在 リテハ完全ナル種屬特異性ヲ示ス.

第5章　 蛙水 晶體 家兎免 疫血清 ニ就 テ ハ實驗

第1節　 高債 ナ ラザ ル蛙水 晶體家兎免疫血清 ニ就 テノ實驗

本實驗ニ使用セル免疫血清ハ實驗方法第1節 ノ1ニ ヨリ健康家兎(2250g)第56號 ヨリ得タルモノナリ.

第1項　 沈 降 反 應

1 Ascoli氏 法

第17表 ニ示ス如 ク高債 ナ

ラザル蛙水晶體家兎免疫血清

ニ對シテ蛙及 ビ蟇水晶體蛋白

ハ共ニ1000倍 マデ沈降反應

ヲ示スモ全ク種屬ヲ異ニスル

牛,豚,兎,「 モルモット」及ピ

鶏水晶體蛋白ハ100倍 マデ陽

性 ニシテ魚類水晶體ハ全ク陰

性ナルヲ見ル.

要之兩棲類水晶體蛋白ハ臓

器特異性ハミヲ示スモ哺乳動

第17表
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物及ビ鳥類水晶蛋白ハ著明ナル種屬特異性ヲ示ス.即 チ同種屬ニ於テハ種屬特異性ヲ見出スコト不可能ナ

ルモ異種屬ニ於テハ明ニ種屬特異性ノ存在ヲ認ムルヲ得.

2免 疫 體 稀 釋 法

本法 ニヨレパ第18表 ニ示ス如ク高債ナラザル蛙水晶體家兎免疫血清ニ對シ蛙水晶體蛋自ハ結合帯80倍

ニシテ沈降便20倍 ヲ示 シ蟇

水晶體蛋白モ亦蛙水晶體 ト同

一成績 ヲ示 ス.然 ルニ種屬ヲ

異ニスル哺乳動物及ピ鳥類丞

晶體蛋白ハ免疫血清5倍 稀釋

液ヲ以テスルモ反應困難ナ リ

魚類水晶體 ニア リテハ全ク反

應ヲ見ズ.

要之兩棲類殊ニ蛙及ピ蟇水

晶體蛋白間ニア リテハ種屬特

第18表

異性ヲ見出スコト不可能ナルモ全 ク種屬ヲ異ニセル哺乳類及ビ鳥類ニ在 リテハ著明ナル種屬特異性ヲ詔ム

而シテ魚類水晶體ハ兩屡類水晶體免疫血清ニ對 シテモ尚ホ完全ナル種屬特異性ノミヲ示ス.

第2項　 補 體 結 合 反 應

1 Uhlenhuth氏 法

免疫血清ハ之 レヲ10倍 稀釋液 トナシ共ノ0.5ccヅ ツヲ抗元ハ遞降的ニ稀釋シ其各稀釋液0.5ccヅ ツヲ使

用ス.而 シテ免疫血1清及ビ抗元ハ實驗前ニ抗補體作用ナキコトヲ確メタル後實驗ニ供ス.

第19表 ニ示ス如 ク高債 ナ

ラザル蛙水晶體家兎免疫血清

ニ對 シ蛙,蟇,水 晶體蛋白ハ

2000倍 マデ完 全阻止ヲ示ス

モ牛,馬,豚,兎,「 モルモ ツト」

及ピ鶏水晶體蛋 白ハ50倍 及

ビ100倍 ニ於テ既ニ不完全阻

止ヲ呈ス魚類 ニアリテハ全 ク

反應ヲ見ズ即チ高價ナラザル

蛙水晶體家兎免疫血清 ヲ使用

シUhlenhuth氏 法 ヲ以テ補體

結合反應ヲ施行セバ兩棲類間

ニアリテハ完全ナル臓器特異

性 ノミヲ示スモ種屬ヲ異ニス

第19表
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ル哺乳類鳥類水晶體ニア リテハ著明ナル種屬持異性ヲ見ル而シテ魚類水晶體ニ於テハ絶對的種屬特異性ヲ

呈 ス,

2免 疫 體 稀 釋 法

免疫體稀釋法ニヨル補體結合反應ニヨレパ第20表 ニ見ル如ク高 價 ナラザル蛙水晶體免疫血清ニ對シ蟇

水晶體蛋白ハ蛙水晶體蛋白 ト

同襟結合帯100倍 ニ シテ補體

結合價20倍 ヲ示 シ結合幅ニ

於テモ殆 ド差異 ヲ見ズ然ルニ

種屬ヲ異ニセル哺乳動物及ピ

鳥類水晶體蛋白ハ抗元稀釋度

25倍 ニテ 僅 ニ5倍 ノ補體結

合價ヲ示スニ止ル.魚 類水晶

體蛋白ニアリテハ全ク反應ヲ

呈セズ.

第20表

要之兩棲類間ニ在 リテハ嚴格ナル臓器特異性 ノミヲ示 スモ種屬ヲ全ク異ニスル哺乳動物及ビ鳥類水晶體

蛋白ハ著明ナル種屬特異性ヲ保有ス然ルニ魚類水晶體蛋白ニ至 リテハ絶對的種屬特異性 ヲ見ル.

第2節　 高 價 蛙 水 晶體 家 兎 免 疫血 清 ニ就 テ ノ實 驗

本實驗ニ使用セル免疫血清ハ實驗方法第1節 ノ2ニ ヨ リテ家兎59號(2300g)ヨ リ得タルモノナリ.

第1項　 沈 降 反 應

1 Ascoli氏 法

第21表 ニ見ル如 クAsooli氏 法 ニヨレバ高價蛙水晶體家兎免疫血清ニ對シ蛙,蟇,水 晶體蛋白ハ勿論種

屬ヲ異ニスル牛,豚,「 モル

モツト」,兎 及ピ鶏水 晶體蛋

白モ亦殆 ド其ノ免疫價ニ變 リ

ナク8000倍 マデ沈降 反應 ヲ

呈ス.然 レ共魚類水晶體ニ在

リテハ全 ク反應ヲ見ズ.

要之Ascoli氏 法 ニ從ヒ高價

免疫血清ヲ使用セバ兩棲類,

哺乳類,鳥 類 ヲ通 シテ免疫 ニ

用ヒ タル蛙水晶體蛋白ト殆 ド

同一沈降價ヲ示 シ嚴格ナル臓

器特異佐ヲハミ認メ種屬特異

第21表
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性ヲ見ズ.魚 類水晶體ニ至 リテハタトへ高價免疫血清ヲ使用スト難モ絶對的種屬特異性ヲ示 ス.

2免 疫 體 稀 釋 法

本法 ニヨレバ第22表 ニ示 ス如 ク高價蛙水晶體免疫血清ニ對 シ蛙及ピ蟇水晶體蛋白ハ結合帯1000倍 ニテ

沈降價800倍 種屬ヲ異 ニセル

牛水晶體蛋自ハ結合帯400倍

乃至800倍 ニテ沈降價100倍

ヲ示 シ馬,豚,「 モルモット」,

兎水晶體蛋白ニ於テモ亦牛水

晶體蛋白ト殆 ド同一成績 ヲ呈

ス.鶏 水晶體ハ結合帯400倍

ニテ沈降價100倍 マ デ反應陽

性ナルニ魚類水晶禮ニ至 リテ

ハ全 ク反應ヲ呈セズ.

要 之免疫體稀釋法ニヨレパ

タトへ高價蛙水晶體家兎免疫

第22表

血清 ヲ使用ス ト云へ共種屬ヲ異ニセル哺乳類及ビ鳥類水晶體ハ明ニ種屬特異性ヲ有ス,然 レ共兩棲類 就中

蛙,蟇 ハ如キ近縁ノ者ニ在 リテハタトヘ結合幅ヲ以テスルモ殆 ド區別困難 ニシテ臓器特異性 ノミヲ認ム.

魚類水晶體ニア リテハ絶對的種屬特異性ノミヲ示 ス.

第2項　 補 體 結 合 反 應

1 Uhlenhuth氏 法

免 疫 血清 ハ 之 ヲ20倍 稀 釋液 トナ シ其 ノ0.5ccヅ ツヲ用 ヒ抗 元 ハ 之 ヲ 遞 降 的 ニ 稀釋 セ ル モ ノノ0.5ccヅ ツ

ヲ使用シ補體結合反應ヲ施行

セリ.

第23表 ニ示 ス如 ク兩棲類ハ

勿論哺乳類鳥類 共 ニ2000倍

マデ溶血阻止 セラル ルヲ見

ル,即 チ同種屬ハ勿論,異 種

屬ニ於テモ全 ク種屬特異性ナ

ク嚴格ナル臓器特異性ノミヲ

示ス,然 レドモ魚類水晶體ニ

在 リテハ殆 ド反應 ヲ見ズ完全

ル種屬特異性ヲ呈ス.

要之Uhlenhuth氏 法 ニヨ

リ然モ高價蛙水晶體免疫血清

第23表
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ヲ使 用 セ パ全 クUhlenhuth氏 ノ報 告 ニ 一致 ス.

2発 疫 體 稀 釋 法

本法 ニヨレバ第24表 ニ示 ス如ク高價蛙水晶體免疫血清 ニ對シ蛙水晶體蛋白ハ結合帯4000倍 ニシテ1000

倍 マデ溶血阻止ヲ呈シ蟇水晶

體蛋白モ亦全 ク同一結果ヲ見

ル.

然 ルニ牛,馬,豚,兎,「 モル

モツト」等 ノ如キ哺乳類及ピ

鳥類ハ共ニ結合帯800倍 ニテ

免疫價著シク低下 シ補體結合

價僅 ニ100倍 ヲ示ス.

要 之兩棲類水晶體蛋白ニア

リテハ嚴格ナル臓器特異性ヲ

示スモ哺乳動物及 ピ鳥類水晶

體 ノ如 ク全 ク種屬 ヲ異ニセル

モノニアリテハ明ニ種屬特異

第24表

性 ノ存在ヲ認ム.但 シ魚類水晶體蛋白ハ全 ク反應スルコトナク完全ナル種屬特異性ヲ示ス.

第6章　 「ニベ」水晶體家兎免疫血清ニ就テノ實驗

第1節　 高價ナラザル「ニベ」水晶體家兎免疫血清ニ就 テノ實驗

免疫元 トシテハrニ ペ」水晶體蛋白乳剤 ヲ使用 シ實驗方法第1節 ノ1ニ 從ヒ健康家兎(2015g)102號 ヨリ

得 タルモノナ リ但シ「ニベ」水晶體蛋白乳剤ハ「ニベ」水晶體 ヲ低壓硫酸乾燥器中ニテ充分乾燥 シタル後乳鉢

ニテ磨シ粉末 トナシ之ヲ以テ作成セルモハナ リ.

第1項　 沈 降 反 應

1 Ascoli氏 法

第25表 ニ示セル如ク高價ナラザル 「ニベ」水晶體家兎免疫血清ニ對シ 「ニペ」及ピ鯉水晶體蛋白ハ共ニ

8000倍 ハ沈降價 ヲ示 スモ牛,馬,豚,兎,「 モルモツト」,鶏,章 魚及ピ烏賊水晶體蛋 白ハ長時間之ヲ観祭

スルモ全 ク反應スルコトナシ.然 ルニ蛙水晶體蛋白ニ在 リテハ長時間之ヲ観察セバ時ニ100倍 乃至200倍

ノ如キ極 メテ輕微ナルモ尚ホ陽性反應ヲ呈スルコトアルヲ見ル.

要 之高價ナラザル「ニペ」水晶體免疫血清ヲ以テセバ魚類水晶體蛋白(章 魚ノ如キ軟體類ヲ除ク)ハ 殆 ド臓

器特異性 ノミヲ有スルモ哺乳類,鳥 類 軟體魚類ハ絶對的種屬特異性ヲ示ス.然 レドモ兩棲類ニ在 リテハ

時ニ陽性反應ヲ呈スルコトアリ.
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第25表

2兎 疫 體 稀 釋 法

本法 ニヨレパ第26表 ニ示 ス如 ク「ニぺ」水晶體家兎免疫血清ニ對シ鯉竝ニ「ニベ」水晶體蛋白ハ結合帯200

倍 ニテ前者ハ60倍 後者ハ80倍 ノ沈降價ヲ示シAsooli氏 法 ニヨルガ如キ絶對的臓器特異性ヲ見ズシカモ詳

細ニ比較観察セパ結合幅ハ免疫血清稀釋度低下スルニ從ヒ「ニベ」水晶體ニ於テ勝レルヲ見ル.

然 レドモ哺乳類,鳥 類,兩 棲類及ビ軟體魚類ハ全ク陰性ノ成績ニ終レリ.

即 チ稀釋法 ヲ以テスルモ魚類ニ在 リテハ稍完全ナル臓器特異性ヲ認メ得ルモ哺乳類,鳥 類.兩 棲類ハ如

ク全ク種屬 ヲ異 ニセルモハハ勿論 魚類中ニ在 リテモ軟體類ハ絶對的種屬特異性ヲ示 ス.

第26表 ノ1
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第26表 ノ2　 (抗元ハ「ニペ」水晶體)

第26表 ノ3　 (抗 元 ハ 鯉 水 晶 胆)

第2項　 補 體 結 合 反 應

1 Uhlenhuth氏 法

免疫血清10倍 稀釋液05ccヅ ツト各種動物水晶體蛋白乳剤 ヲ遞降的ニ稀釋シ其ノ0.5ccヅ ツ トヲ以テ補

體結合反應ヲ施行ス.

第27表 ニ示 ス如ク高價 ナ

ラザル「ニベ」水晶體免疫血清

ニ對 シ鯉及ビ「ニベ」水晶體蛋

白ハ共ニ8000倍 マデ溶 血阻

止現象ヲ呈スルモ哺乳類,鳥

類,兩 棲類及ビ軟體類水晶體

蛋 白ハ全ク反應ヲ見ズ.

要之高價ナラザル「ニベ」水

晶體免疫血清 ヲ以テUhlen

huth氏 法 多從 ヒ補體 結合反

第27表
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應ヲ試 ミンカ魚類水晶體蛋白ハ臓器特異性 ノミヲ示 スモ哺乳類,鳥 類.軟 體類ハ絶對的種屬特異性ヲ表ス.

2発 疫 體稀釋 補體結合反應

第28表 ニ示ス如 ク本法ニヨレバ高價ナラザル 「ニベ」水晶體家兎免疫血清ニ對シ鯉水晶體蛋白ハ結合帯

第28表 ノ1

第28表 ノ2　 (抗 元 ハ「ニ ベ」水 晶體)

第28表 ノ3　 (抗 元 ハ 鯉 水 晶 體)
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800倍 ニテ60倍 「ニべ」水晶胆蛋白ハ結合帯800倍 ニテ80倍 マデ陽性反應ヲ呈シ結合幅モ亦後者前者ニ脇

9ルヲ認ム
.

哺乳類,鳥 類,兩 棲類及ビ軟體類ニ在リテハ全ク反應ヲ呈セズ.

要 之免疫體稀釋補髄結合反應ニヨレバ魚類ニ在 リテモ僅微ナルモ尚ホ種屬特異性ヲ認メ絶對的臓器特異

性 ノミヲ認ムルコト困難ナ リ.

哺乳類,鳥 類,兩 棲類,軟 體類ニ在 リテハ全ク陰性ニシテ絶對的種屬特異性ヲ示ス.

第2節　 高 債「ニ ベ」水 晶體 家 兎 免 疫 血 清 ニ就 テ ノ實 驗

本實驗ニ使用セル免疫血情 ハ實驗方法第1節 ノ2ニ ヨリ髄重2120gヲ 有 スル健康家兎(第103號)ニ 「ニベ」

水晶胆蛋白乳剤ヲ注射シテ得 タルモノナリ.

第1項　 沈 降 反 感

1 Ascoli氏 法

第29表 ニ示ス如 クAsooli氏 法 ニヨレパ高債「ニベ」水晶體家兎免疫血清ニ對 シ魚類.哺 乳類,鳥 類,兩 棲

類水晶膿蛋白共ニ10000倍 マデ沈降反感ヲ呈ス.然 ルニ軟髄類水晶體蛋白ニ在 リテハタトへ免疫高債ナ リ

ト雖モ全 ク反應ヲ見ズ.

第29表

要之高便魚水晶體免疫血清ヲ以テAscoli氏 法 ニ從ヒ其沈降價ヲ測定セバ魚類ハ勿論哺乳類,鳥 類.兩 棲

類共ニ嚴格ナル臓器特異性 ヲ呈スルモ共軟體類ニ在 リテハ絶對的種屬特異性ヲ示ス.

2免 疫 體 稀 釋 法

本法ニヨレパ第30表 ニ示 ス如 ク高便 「ニペ」水晶體家兎免疫血清ニ對シ鯉水晶體蛋白ハ免疫ニ使用セル
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「ニペ」水晶體蛋白 ト同一ニシテ共二結合帯2000倍 ニテ沈降價600倍 ヲ示 ス哺乳類及ピ鳥類水晶體蛋白(第

30表 ノ3)ハ 結 合帯800倍 ニテ沈降價僅ニ40倍 ナリ然ルニ蛙水晶體蛋白(第30表 ノ4)ハ 結合帯800倍 ニテ

80倍 マデ陽性ナ リ,而 モ哺乳類,鳥 類ニ比 シテ反應幅廣ク免疫面清稀釋度10倍 ニテハ兩者 ノ間ニ殆 ド差異

ヲ見出スコト能 ハザルモ20倍 稀釋度ニテハ哺乳類及ビ鳥類ハ200倍 ヨリ2000倍 ニ至ルニ兩棲類ハ100倍

ヨリ4000倍 ニ至ル反應幅ヲ示ス40倍 稀釋度ニテハ 哺乳類及ビ鳥類ハ800倍 乃至1000倍 ナルニ兩棲類ニ

在リテハ200乃 至2000倍 ノ反應幅ヲ有ス.

第30表 ノ1

第30表 ノ2　 (抗 元 ハ「ニ ベ」水 晶體)

第30表 ノ3　 (抗 元 ハ 牛 水 晶 體)
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第30表 ノ4　 (抗 元 ハ 蛙 水 晶 體)

要 之高價魚水晶體免疫血清 ニ對 シ免疫體稀釋法ヲ以テセバ魚類ニ在 リテハ毫モ種屬特異性ヲ見出ス能ズ

然ルニ哺乳類,鳥 類及ビ兩棲ニ在 リテハ著明ナル種屬特異性 ノ存在ヲ認ム.

而 シテココニ最モ興味アルハ 魚水晶體ニ對スル哺乳類,鳥 類及ピ兩棲類水晶體 ノ近親關係ニシテ上述ノ

成績ヲ以テセバ兩棲類ハ哺乳類及ビ鳥類ニ比シ魚類ニ近キコト明ニシテ動動學上分類ニ一致スルヲ見ル.

第2項　 補 體 結 合 反 應

1 Uhlenhuth氏 法

免疫血清 ハ之 ヲ10倍 稀釋

液 トシ其ノ0.5ccヅ ツヲ抗元

ハ之ヲ遞降的ニ稀釋 シ其 ノ各

稀釋液0.5ccヅ ツヲ使用シ補

體結合反應ヲ施行ス.

第31表 ニ示ス如ク高價「ニ

ぺ」水晶體家兎免疫血清 ニ對

シ魚類水晶體 蛋白ハ勿 講哺

乳類,鳥 類及ピ兩棲類水晶體

蛋白ヲ通 シテ著明ナル免疫價

ノ差異ヲ見出スコト能ハズシ

テ殆 ド完全ナル臓器特異性ノ

ミヲ示 ス.然 レ共軟體類ニ在

リテハ全 ク反應不能 ニシテ嚴

格ナル種屬特異性 ヲ認ム.

第31表

2免 疫體稀釋補體結合反應

本珠 ニヨレパ第32表 ニ見 ル如 ク高價「ニベ」水晶體家兎免疫血清ニ對シ「ニベ」水晶罪蛋白(第32表 ノ2)

ハ結合帯4000倍 ニテ600倍 マデ溶血阻止 ヲ表シ,鯉 水晶體蛋白モ亦同一免疫價ヲ示 ス.

168



水晶體蛋白ノ特異性ニ就テ 881

哺乳類及ビ鳥類水晶體(第32表 ノ3)ハ 共 ニ結合帯1000倍 ニテ免疫價40倍 ナリ.

兩棲類水晶體(第32表 ノ4)ニ 在 リテハ結合帯1000倍 ニテ80倍 マデ溶血阻止ヲ示 シ反應幅モ亦免疫體稀

釋沈降反應成績同様哺乳類.鳥 類ノソレニ比シ著 シク廣大ナリ,然 レ ドモ軟體類ニアリテハ全ク反應ヲ見

ズ.

第32表 ノ1

第32表 ノ2　 (抗 元 ハ「ニベ」水 晶體)

第32表 ノ3　 (抗 元 ハ 牛 水 晶 體)
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第32表 ノ4　 (抗 元 ハ 蛙 水 晶 體)

要 之高便「ニベ」水晶體家兎免疫血清ヲ使用 シ免疫體稀釋補體結合反應ニヨリ免疫便 ヲ測定セルニ魚類水

晶體ハ完全ナル臓器特異性ヲ示スニ反 シ哺乳類,鳥 類水晶體ハ著明ナル種屬特異性ヲ表 シ,軟 體類ハタト

へ高便免疫血清ヲ使用スト雖モ全ク反應可能性ヲ缺ギ嚴格ナル種屬特異性ヲ表ス.

尚 ホ兩棲類ニアリテハ哺乳類.鳥 類ニ比シテ近親度魚類 ニ近キハ沈降反應ニ於ケル成績ニ一致ス.

第7章　 章 魚 水晶膿 家 兎免疫 血清 ニ就 テ ノ實驗

第1節　 高價 ナ ラザ ル章魚水 晶體家兎免疫血清 ニ就 テノ實驗

本實驗ニ使用セル免疫血清ハ實驗方法第1節 ノ1ニ ヨリ胆重2100gヲ 有スル健康家兎(第139號)ニ 章魚

水晶體粉末乳劑ヲ耳靜脉内ニ注射シテ得タルモノナリ.

第1項　 沈 降 反 應

1 Ascoli氏 法

第33表 ニ示ス如 ク高價 ナ

ラザル章魚水晶體家兎免疫血

清ニ對 シ章魚 水 晶體蛋 白 ハ

4000倍 マデ反 應陽性ナルニ

烏賊水晶體蛋 白 ハ1000倍 ノ

沈降價ヲ見鯉,「ニベ」,牛,馬,

豚,鶏,蛙 水晶體蛋白ハ全ク

反應スルコトナシ.

要 之弱度章魚水晶體家兎免

疫血清ヲ使用シAscoli氏 法 ニ

ヨレバ章魚及ビ烏賊 ハ如キ軟

體類間ニア リテハ臓器特異性

ト同時ニ種屬特異性ノ存在ヲ

第33表
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認ムルモ其ノ他ノ魚類.哺 乳類,鳥 類及ビ兩棲類ニ在 リテハ完全ナル種屬特異性ヲ示 ス.

2免 疫 體 稀 釋 法

本法 ニヨレバ第34表 二見ル如 ク高價ナラザル章魚水晶體家兎免疫血清ニ對シ章魚水晶體蛋白ハ結合帶

100倍 ニテ 沈降價40倍 ヲ示

スモ烏賊水晶體蛋白ハ免疫血

清5倍 稀釋度ニ於テ既ニ士ノ

成績ヲ表スヲ見ル.

鯉.「ニベ」,牛,馬,豚,鶏,

蛙水晶體ニ在 リテハ免疫體稀

釋法ラ以テスルモ全ク反應ヲ

呈セズ.即 チ高價ナラザル章

魚水晶體家兎免疫血清ヲ以テ

免疫體稀釋沈降反應ニヨリ其

第34表

特異性ヲ檢索セシニAscoli氏 法 ニ於ケル ト同様軟體魚類間ニアリテハ種屬特異性ト同時ニ臓器特異性ヲ認

ムルモ其他 ノ動物ニ對 シテハ嚴格ナル種屬特異性ハミヲ詔ム.

第2項　 補 體 結 合 反 應

1 Uhlenhuth氏 法

免疫血清ハ之ヲ10倍 ニ稀釋 シ其 ノ0.5ccヅ ツヲ抗元ハ遞降的ニ稀釋セル各液ノ0.5ccヅ ツヲ使用セリ.

而 シテ免疫血清及ビ抗元ハ實驗ニ際シテ毎常抗補體作用ナキヲ確メタル後之ヲ使用ス.

第35表 ニ示 ス如 ク高 價 ナ

ラザル章魚水晶體家兎免疫血

清ニ對シ章魚水晶體 蛋 白ハ

2000倍 マデ完全溶血 阻止 ヲ

示スニ烏賊水晶體蛋白ハ全ク

反應ヲ見ズ.鯉,「 ニベ」,牛,

馬,豚,鶏 及ビ蛙水晶體ニ在

リテモ亦全 ク陰性ナリ.

要之Uhlenhllth氏 法 ニヨル

補體結合反應ヲ以テシカモ高

價ナラザル章魚水晶體家兎免

疫血清ヲ使用セバ哺乳類.鳥

類及ビ兩褄類ハ勿論軟體類 ニ

在 リテモ完全ナル種屬特異性

ヲ示ス.

第35表
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2免 疫 體 稀 釋 法

本法ニヨル補體結合反應ニヨレバ第36表 ニ見ル如 ク高價ナラザル章魚水晶體家兎免疫血清ニ對 シ章魚

水晶體ハ結合 帶1000倍 ニテ

20倍 マデ 完全溶阻止 ヲ示 シ

40倍 ニ至レバ 既ニ不完全 ト

ナル然ルニ鯉,牛,豚,鶏 及

ピ蛙水晶體蛋白ハ勿論鳥賊水

晶體蛋白ヲ以テスルモ全ク反

應ヲ見ズ.

要之免疫體稀釋補體結合反

應ニヨリ高價ナラザル章魚水

晶體家兎免疫血清ヲ以テセバ

第36表

Uhlenhuth氏 法 ニ於ケル ト同様哺乳類,鳥 類及ビ兩屡類ニ在 リテハ完全ナル種屬特異性ヲ示 シ,軟 體類ニ

在 リニモ亦著明ナル種屬特異性ヲ表ス.

第2節　 高價 章 魚 水 晶體 家 兎 免疫 血 清 ニ就 テ ノ實 驗

本實驗ニ供セル免疫血清ハ實驗方法第1節 ノ2ニ ヨリ體重2300gヲ 有スル健康家兎(第159號)ニ 章魚水

晶體蛋白乳劑ヲ耳靜賑内ニ注射 シテ得 タルモノナリ.

第1項　 沈 降 反 應

1 Ascoli氏 法

第37表 ニ示 ス如 クAsco1i

氏法 ニヨレバ高價章魚水晶體

家兎免疫血清ニ對シ章魚及ビ

烏賊水晶體蛋白ハ共ニ沈降價

800倍 ヲ示 スモ鯉 「昌ベ」,牛,

豚,兎,鶏 及ビ蛙水晶體蛋白

ハ全 ク陰性ナ リ.

要之Ascoli氏 法 ヲ以テシカ

モ高價章魚水晶體家兎免疫血

清ヲ使用セバ軟體類 ニ在 リテ

ハ嚴格ナル臓器特異性ヲ示 ス

モ其 ノ他 ノ魚類,哺 乳類 鳥

類,兩 棲類ハ絶體的種屬特異

怯ヲ認ム.

第37表
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2免 疫 體 稀 釋 法

免疫體稀釋沈降反應ニヨレバ第38表 ニ示ス如ク高價章魚水晶體家兎免疫血清ニ對シ章魚水晶體蛋白ハ

結合帯800倍 ニテ沈降價800

倍 ヲ示 スニ烏賊水晶體蛋白ハ

結合帶400倍 ニテ僅 ニ80倍

マデ反應陽性ナリ 鯉 「ニベ」,

牛,馬,豚,鶏 及ビ蛙水晶體

ニアリテハ全ク反應ヲ見ズ.

要之免疫體稀釋法ヲ以テセ

バタトへ高價章魚水晶體免疫

血清ヲ使用スト雖軟體類ハ著

明ナル種屬特異性ヲ示 シ其 ハ

他 ノ魚類,哺 乳類,鳥 類及ビ

兩棲類ハ嚴格ナル種屬特異性

ヲ示ス.

第38表

第2項　 補 體 結 合 反 應

1 Uhlenhuth氏 法

免疫血清ハ之 ヲ20倍 稀釋

液 トナシ共ノ05ccヅ ツヲ用

ヒ抗元ハ遞降的ニ稀釋セルモ

ノノ0.5ccヅ ツヲ使用セ リ第

39表 ニ示セル如 ク高價章魚

水晶體家兎免疫血清 ニ對シ章

魚及ビ烏賊水晶體蛋白ハ共 ニ

40000倍 マデ溶血阻止ヲ呈ス

ルモ鯉,「ニベ」,牛,馬,豚,

鶏,蛙 水晶體蛋白ハ毫モ反應

ヲ示ナズ.

要之高價章魚水晶體家兎免

疫血清ヲ以テUhlenhuth氏 法

ニヨル補體結合反應ヲ試 ミル

ニ軟體類ニ在 リテハ完全ナル

臓器特異性ヲ示 スモ其 ノ他 ノ

魚類,哺 乳類,鳥 類及ビ兩棲

第39表
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類ニ在 リテハ種屬特異性 ノミヲ表 シ全ク臓器特異性ヲ認ムルコト能ハズ.

2免 疫 體 稀 釋 法

本法ニヨル補體結合反應ニ從ヘバ第40表 ニ見 ル如 ク高價章魚水晶體家兎免疫 血清ニ對 シ章魚水晶體ハ

結合1帶4000倍 ニテ800倍 マデ

溶血阻止現象ヲ呈スルニ烏賊

水晶體蛋白ハ結 合帶2000倍

ニテ60倍 マ デ完全溶血阻止

ヲ呈ス.鯉,「 ニベ」,牛,豚,

兎,鶏 及ビ蛙水晶體蛋白ハ全

ぞ陰性ナリ.

要 之免疫體稀釋法ヲ以テセ

バ高價章魚水晶體家兎免疫血

清ニ在 リテモ軟體類水晶體蛋

白ハ明ニ種屬特異性ノ存在ヲ

認ムルコトヲ得.

第40表

其 ノ他ノ魚類,哺 乳類,鳥 類 兩棲類ハ嚴格ナル種屬特異性ヲ示ス.

第8章　 総 括 及 ビ 考 案

種々ナル免疫價 ヲ有 スル牛,鶏,蛙,魚 水晶體免疫血清ニ對 シテ各種動物水晶體ヲ以テAscoli

及 ビ緒方氏沈降反應並ニUhlenhuth及 ビ緒方氏補體結合反應 ニヨリ其ノ特異性 ヲ研索セル結

果 ハ叙上各表ニ示 ス如 シ,今 是等ノ成績ヲ総括セバ次ノ如 シ.

牛水晶體免疫血清ニ就テノ實驗成績 テ見ルニ高價ナラザル免疫血清ヲ使用 シAscoli氏 輪環

法及 ビUhlenhuth氏 補體結合反應ニヨリ水晶體蛋白ノ特異性ヲ研索セバ檢査方法 ノ異ルニ從

ヒ免疫價 ニ相違アルモ哺乳類ニアリテハ各種動物 テ通 ジテ絶對的臓器特異性ヲ認 ム.然 ルニ免

疫體稀釋沈降反應及 ビ同法ニヨル補體結合反應ニ依 レバ同種屬ニ在 リテハ完全ナル臓器特異性

ヲノ ミ示 スモ異種屬ニ在 リテハ僅微ナルレモ同種屬ニ比 シ免疫價 ノ低下 テ見シカモ反應幅ニ至 リ

テハ兩者間ニ明ナル相違ヲ認 メ得可ク殊 ニ発疫血清稀薄ナルニ於テ著 シ.

即免疫體稀釋沈降反應拉 ニ兎疫體稀釋補體結合反應 ヲ以テセバ哺乳類中異種屬ニアリテハ絶

對的臓器特異性ノミヲ認ムルコト能ズシテ多少ノ種屬特異性ヲ表ス.

鳥類,兩 棲類ニ在 リテハAscoli及 ビ発疫體稀釋沈降反應ニヨルモハタマタUhlenhuth氏

及 ビ免疫體稀釋補體結合反應 ニヨルモ哺乳動物水晶體ニ比 シテ其 ノ免疫價著 シク低下 シ非嚴格

的種屬特異性 ノ存在スルヤ明ナ リ.但 シ魚類ニアリテハ何 レノ反應ヲ以テスルモ全ク陰性 ニシ

テ絶對的種屬特異憐 ヲ保有 ス.
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高價牛水晶體家兎免疫血清 ヲ以テ實驗 センカAscoli氏 輪環法及 ビUhlenhuth氏 補體結合

反應 ニヨレバ哺乳動物ハ勿論鳥類,兩 棲類ニ至ルマデ全ク同一免疫價ヲ示 シ毫モ種屬特異性 ハ

存 在ヲ認 ムルコト能ハズ,次 ニ発疫體稀釋沈降反應反 ビ免疫體稀釋補體結合反應ヲ以テスルモ

哺乳類水晶體ニ在 リテハ殆 ド完全ナル臓器特異性 ヲ示ス,然 レ共反應幅 ヲ比較 セバ哺乳動物ニ

在 リテモ尚同種水晶體 ト異種水晶體 トノ間ニ多少ノ差異アルヲ見ル,反 之鳥類,兩 棲類水晶體

ニ在 リテハ著明ナル種屬特異性ノ存在スルヲ認 メ得可 シ,魚 類水晶體ニ於テハ免疫 ノ高價 ナル

ト否 トヲ問ハズ尚何 レノ檢査方法ヲ以テスルモ全ク陰性 ニシテ嚴格ナル種屬特異性 ヲ有ス.

鶏水晶體免疫血清 ニアリテハ高價ナラザル免疫血清 ヲ使用 セバ免疫反應ノ如何 ニ關 セズ鳥類

ニ在 リテハ全 ク種屬特異性ヲ認ムルコ ト能ハズ只免疫體稀釋法ニヨル反應幅 ハ異種屬ノ方同種

屬ニ比 シ多少独少 セルヲ見ル.

而シテ哺乳類,兩 棲類 ニ在 リテハ何 レノ反應ニヨルモ相對的種屬特異性ヲ表 シ就中Uhlen

huth氏 補體結合反應 ヲ以テセバ免疫血清稀釋度如何 ニヨリテハ往々陰性ノ成績 ヲ示 シ嚴格ナ

ル種屬特異性 ノ存在 スルガ如キ觀ヲ呈スルコ トアリ.

高價鶏水晶體免疫血清テ使用 セバAscil氏 重暦法及 ビUhlenhuth氏 補體結合反應 ニ於テハ

鳥類ハ勿論全ク種屬ヲ異ニセル哺乳類,兩 棲類モ亦嚴格ナル臓器特異性ヲ示 シUhlenhuth氏

ノ唱 フルガ如ク毫モ種屬特異性 ヲ見ズ,然 ルニ免疫體稀釋法及 ビ同法ニヨル補體結合反應ヲ以

テセバ鳥類ニアリテハ臓器特異性ノミヲ認 ムルモ哺乳類,兩 棲類ニアリテハ絶對的ナラザルモ

著明ナル種屬特異性 ノ存在セルヲ認 ム.

魚類 ハ何 レノ方法ヲ以テスルモ尚又免疫價ノ如何ヲ問ハズ牛水晶體免疫血清ニ於ケル ト同様

全ク反應陰性 ニシテ嚴格的ナルレ種屬特異性ヲ示ス.

蛙水晶體免疫血,清ニ在 リテハ高價ナラザル免疫血清ヲ以テセバ檢査方法 ノ何 レヲ問ハズ兩棲

類水晶體ハ嚴格ナル臓器特異性 ヲ示 シ哺乳類及 ビ鳥類水晶體ハ非嚴格的種屬特異性 ヲ示 スハ魚

類水晶體 ニアリテハ絶對的種屬特異性ヲ見ル.

高價蛙水晶體家兎免疫血清ヲ使用セバAscoli氏 輪環法竝 昌Uhlenhuth氏 補體結合反應 ノ

何 レヲ以テスルモ兩棲類ハ勿論哺乳類及 ビ鳥類水晶體共 ニ嚴格ナル臓器特異性ヲ示 シ全ク種屬

特異性 ヲ見ズ,然 ルレニ免疫體稀釋沈降反應及 ビ発疫體稀釋補體結合反應ヲ以テセバ兩棲類 ニ在

リテハ臓器特異性 ノミヲ示 スモ種屬テ異ニスル哺乳類及 ビ鳥類水晶體ニ在 リテハ著明ナル種屬

特異性 ヲ見ル魚類水晶體 ニ至 リテハ何 レノ檢査方法 ヲ以テスルモ全ク陰性 ナリ.

「ニベ」水晶體免疫血清ニ於テハ高價ナラザル免疫血清ヲ以テセバ魚類水晶體ハ何 レノ方法ヲ

以テスルレモ臓器特異性ノミヲ示 ス,但 シ魚類中烏賊及 ビ章魚ノ如キ軟體類水晶體ハ全ク反應ヲ

呈セズシテ嚴格ナル種屬特異性 ヲ見ル.哺 乳類及 ビ鳥類水晶體 ニ在 リテハ檢査方法 ノ如何 ヲ問

ハズ全ク陰性 ニシテ絶對的種屬特異性 ヲ示 ス.

兩棲類水晶體ハAscoli氏 輪環法ニ於 テノミ長時間之ヲ觀察 セバ往々極 メテ輕度 ノ反應 ヲ呈
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スルコ トア リ.

高價「ニべ」魚水晶體家兎免疫血清ニ在 リテハAscoli氏 輪環法ヲ以テセバ魚類水晶體ハ勿論

哺乳類,鳥 類,兩 棲類水晶體 ヲ通 ジテ同一沈降價ヲ示 シ嚴格ナル臓器特異性ヲ認 メUhlenhuth

氏補體結合反應ニヨレバ殆 ド同様ナ レドモ哺乳類,鳥 類及 ビ兩棲類水晶體ハ魚類水晶體 ニ比 シ

テ多少溶血阻止低 下スルコトアルモ明確ナル差異ヲ見出スコト能ハズ.然 ルニ免疫體稀釋 補體

結合反應ニ於テハ魚類水晶體ハ臓器特異性 ノミヲ表 シ哺乳類,鳥 類及 ビ兩棲類水晶體ハ明ニ種

屬特異性 ヲ示 ス,而 シテ兩棲類水晶體ハ哺乳類及 ビ鳥類 ニ比 シテ其ノ近親度魚 類 ニ近 キ テ見

ル,軟 體魚類ハ免疫 ノ強弱,檢 査方法ノ如何ヲ問ハズ全ク反應 ヲ見ズ.

章魚水晶體免疫血清ニアリテハ高價 ナラザル免疫血清ヲ以テセバ何 レノ檢査方法ニヨルモ異

種屬軟體類 ハ相對的種屬特異性 テ示 シ魚類,哺 乳類,鳥 類,兩 棲類 ハ絶對的種屬待異性ヲ見ル.

高價免疫血清 ヲ以テセバ軟體類ハAscoli氏 法及 ビUhlenhuth氏 法ニヨレバ嚴格 ナル臓器

特異性 ノミヲ示 スモ免疫體稀釋法ヲ以テセバ沈降反應及 ビ補體結合反應 ノ何 レニヨルモ明ニ種

屬特異性 ノ存在ヲ認ムルヲ得,魚 類,哺 乳類,烏 類,兩 棲類ハ檢査方法ノ如何 ニ關 セズ嚴絡ナ

ル種屬特異性 ヲ示 ス.

以上余 ノ實驗成績 ト文献上ニ見ラレタル諸家ノ報告 トヲ比較批判 センニ水晶體ニ種屬特異性

ノ存在 テ認 メタルハ沈降反應ニ在 リテハSzily,有 澤,栗 本,筑 波補體結合反應ニ在 リテハ筑波

過敏症ニ在 リテハKrusius. Roemer吸 牧試驗ニアリテハ後藤ノ諸氏ヲ見ル,其 他多數ノ學者

ハ何 レノ免疫反應ヲ以テスルモ同種動物ハ勿論異種屬動物 ニ至ルマデ嚴格ナル臓器特異性 ヲ認

ム.但 シ魚類水晶體ハ全々別個 ノモノ ト認メラル.然 レドモ種屬特異性テ認 メタル諸家ニ在 リ

テモSzily,有 澤,栗 本, Krusiusノ 如キハ之皆特殊 ナル材料 ヲ使用 セシカ然ラズ ンバ特別ナル

處置ヲ抗元タル水晶體 ニ施 シ,以 テ水晶體ノ特異性 ヲ決定 セルモノニシテ之等ヲ除 ケバ筑波,

 Rtoemerノ 兩氏 アルノミナ リ.

筑波民 ハ高價免疫血清ヲ使用スルコFニ ヨリテ沈降反應竝ニ補體結合反應共ニ異種屬動物ニ

對 シ種屬特異性ノ存在 スルヲ認メRoemerハ 過敏性反應 ニヨリテ同種屬間ニ在テモ之ヲ認ム

ト云 フ.然 ルニ余 ノ實驗ヲ以 テセバ檢査方法及 ビ免疫 ノ強弱如何ハ其ノ特異性ノ決定ニ大ナル

影響 ヲ與 フルモノニシテ弱度免疫血清ヲ以テセバ免疫體稀釋法ニァリテハ非近親種ハ勿論近親

種 モ亦種屬持異性 テ示 シ其他ノ檢査方法ヲ以テスルモ異種屬ニアリテハ種屬特異性ノ存在 テ認

ムルコ ト得,高 價免疫血清ヲ以テセバAscoli氏 輪環法及 ビUhlenhuth氏 法ニヨル補體結合

反應 ニ在 リテハ筑波氏 ノ唱フルガ如 ク異種屬動物ハ種屬特異性テ示 スコト困難 ニシテUhlen

huth氏 一派ノ唱 フルガ如ク嚴格ナル臓器特異性ノ ミヲ見ル,然 ルニ緒方氏免疫體稀釋法ニヨ

レバ沈降反應ニ於テモハタマタ補體結合反應ヲ以テスルモ共ニ非嚴格的種屬特異性 ノ存在 ヲ證

明スル コトヲ得.

文獻ニ徴スルニUhlenhuth其 他諸氏 ノ使用 セル免疫血清ハ多ク高價ナルモノナルガ如ク而
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シテ其ノ檢査方法タルヤ沈降反應ハ免疫血清其 ノママカ或バ一定濃厚稀釋度 トシ抗元ノミヲ遞

抗的 ニ稀釋 セルノ方 ニシテ補體結合反應モ亦多ク免疫血清ハ濃厚稀釋度 ニ保 チ抗元ヲノミ遞抗

的昌稀釋 シ以テ實驗ヲ施行 セリ,然 ルニ水晶體蛋白ハ他ノ臓器ニ比 シ共通抗元ヲ多量 ニ含有ス

ルヲ以テカカル檢査方法ニヨリシカモ高價免疫血清ヲ使用 セハ確實ナル特異性 ノ檢出不可能ナ

ルハ免疫體稀釋法ニ於ケル成績 ニ照 シ明 ナリ,即 チ免疫血清其儘ニテ沈降反應 ヲ施行セバ勿論

之ヲ10倍20倍 ニ稀釋 シ以テ補體結合反應 ヲ行 フニ於テモ尚何等免疫價ニ差異 アルヲ見ズ50

倍100倍200倍 尚高價血清 ニ在テハ1000倍2000倍 稀釋液ヲ以テ シテ初 メテ兩者間ニ差異ヲ生

ジ確實ナル特異性 ヲ檢出スルヲ得可 シUhlenhuth氏 ハ水晶體 ノ特異性 テ論 ジテ日ク沈降反應

及 ビ補體結合反應 ノ何 レニ依ルモ毫 モ種屬特異性 ヲ認 メ得ズ ト,然 ルニ此ノ實驗成績ヲ見ルニ

免疫血清ハ高價 ニシテ シカモ補體結合反應ヲ行7ニ アタリ其0.1ccノ 如キ濃厚稀釋液ヲ使用 セ

ルヲ以テカカル結果ヲ來 セシモノナルベ シ,然 ラバ抗元稀釋度ハコレヲー定度 ニ保チ免疫血清

ヲノミ稀釋 スルノ法(Elschnig一 派ハ主 トシテコノ法 ヲ以テ免疫價 ヲ測定ス)ヲ 以テセンニ

免疫血清ノ強弱竝 ニ抗元ノ種類ニ從 ヒ免疫血清ニ對 シ各其 ノ最モ適當ナル抗元稀釋度(緒 方教

授ハ之ヲ結合帶 ト假稱 ス)ヲ 異 ニスルヲ以テ種屬ヲ異ニセル2種 以上ノ抗元ヲ同一抗 元稀釋度

ヲ以 テ其 ノ特異性 ヲ檢 スルハ不可ニシテ正確ナル特異性 ノ決定 ヲ期 センニハ必 ヤ各其ノ結合帶

ヲ以テスベキコ ト論 ヲ待タズ,若 シ結合帶以外ノ抗元稀釋度ヲ以テセバ余ノ實驗成績ニヨリ明

ナルガ如ク大 ナル誤差 ヲ召來 スペシ,尚 免疫體稀釋怯ニ於テハ反應幅 ノ推移 ヲ明ニスルヲ得テ

特異性 ノ決定 ニ大ナル補助 テ與 フルモノナリ.

例ヘバ高價牛水晶體免疫血清 ニ在 リテハタ トへ結合帶ヲ以テスルモ哺乳類水晶體ハ同種近親

種及 ビ非近親種共 ニ同一免疫價 ヲ示 シ區別困難ナ リト雖モ其ノ反應幅 ヲ詳細 ニ檢 セバ明ニ種屬

特異性 ノ存在 ヲ認 ムルヲ得.

次 ニ高價魚類水晶體免疫血清ノ哺乳類,鳥 類,兩 棲類ニ對スル近親關係 ヲ見ルニ何 レノ免疫

反應 ヲ以テスルモ同一免疫價ヲ示 スニ冤疫體稀釋法ヲ以テセバ其ノ差著明ナラザルモ兩棲類ハ

哺乳類,烏 類 ニ比 シ魚類 ニ近キヲ見ル,而 シテコノ際反應幅ヲ比較 セバ最早疑 フノ餘地ナク全

ク動物學的分類ニ一致セシムルヲ得タ リ.

要之水晶體蛋白ノ如ク共通免疫元ヲ多量ニ保有スルモノノ特異性 ヲ研究 スルニアタ リテハ從

來使用セラレタル ガ如キ檢査方法ヲ以テ シカモ高價免疫血清ヲ使用 シ其 ノ特異性 ヲ決定 スルハ

Manteufell氏 ノ血清蛋白特異性ノ研究ニアタ リ高價免疫血清ノ不利 ニシテ用 フ可カラザルヲ

主張 セル以上ニ不可ナルハ言ヲマタズシテ明ナ リ,故 ニ從來ノ檢査方法 ヲ以テ水晶體蛋白ノ特

異性 ヲ檢索センニハ高價ナラザル免疫血清ヲ使用スルヲ可 トス,然 レ共其アマリニ弱度ニ過 ギ

ンカ補體結合反應 ニ於クルガ如 ク免疫血清ヲ或一程度(免 疫血清ノ抗補體作用ヲ除ク程度)ニ

稀釋 スルコ トニヨリ折角保有セル非嚴格的臓器特異性 ノ消失ヲ召キ絶對的種屬特異性ヲ呈スル

ノ恐 アルガ故ニAscoli氏 法 ニヨルヲ最モ無難 ト見ルベ シ,然 ルニ魚水晶體免疫血清ヲ以テ哺
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乳類,鳥 類,兩 棲類水晶體 ノ特異性 ヲ檢 セバ免疫血清弱度 ニ過 ギンカ之等水晶體蛋白ノ間ニ共通

抗元僅少ナル ヲ以テ絶對的種屬特異性 ヲ示 シ高價ニ過ギンカ後藤氏ノ曰フガ如ク全ク種屬特異

性ヲ缺 グニ至ル可ク殊ニAscoli氏 輪環法テ以テ特異性ノ決定ヲ行 フニアタ リ誤 リノ甚大ナル

ヲ覺ユ,而 シテ種屬特異性 ヲ有 シシカモ兩棲類,哺乳類及 ビ鳥類間ノ近親關係ヲ明示スルガ如キ

免疫血清ヲ得ルハ困難ナルベシ然ルニ吾免疫體稀釋法 ニヨリ高價免疫血清ヲ使用セバ上述 ノ如

ク微細ナル點 ニ至ルマデ其特異性ヲ檢出スルヲ得テ毫モ特異性ノ違漏ヲ來スガ如 キコ トナシ.

次 ニ余 ノ實驗成績 ヨリ各種動物水晶體蛋白ノ共通免疫元ニ就キテ述ベンニ哺乳動物水晶體ニ

對 シ哺乳動物水晶體最モ多量ノ共通抗元ヲ有 シ其 ノ間殆 ド區別困難ナルベシ,鳥 類,兩 棲類水

晶體 ハ哺乳動物ニ比 シ共通抗元著 シク減 ジ魚類 ニ至 リテハ最モ微量ナル可ク軟體魚類ニ至 リテ

ハ全ク之ヲ保有 セズシテ全々別個 ノ物ナルベシ如何 トナレバ哺乳類水晶體免疫血清ニ對 シ哺乳

類水晶體最モ良好ニ反應 シ鳥類及 ビ兩棲願之ニ次ギ魚類及 ビ軟體類ハタ トへ高價血清ヲ使用ス

ト雖モ全ク反應ヲ見ザルヲ以テ恰モ哺乳類 ニ對 シ全ク共通抗元ヲ有セザルガ如キモ高價魚水晶

體免疫血清ニ對 シテハ哺乳類,鳥 類及 ビ兩棲類共ニ反應可能ナル ヨリ見 レバ極 メテ微量ナルモ

尚共通抗元ノ存在ヲ否定スル コト難 シ,然 ルニ軟體類水晶體免疫血1青ハタ トへ高價ナルモノヲ

以テスルモ同種近親種水晶體 ヲ除キテハ他動物水晶體ニ對 シ全ク反應 スルコト無 シ,即 チ背推

動物水晶體ニ在 リテハ多少ニカカワラズ共通免疫元ヲ保有 スルモ無背推動物水晶體ニ於テハ全

ク之ヲ缺 グ.

結 論

1.高 價ナラザル牛水晶體免疫血清ニ對 シAscoli氏 輪環法竝 ニUhlenhuth氏 補體結合反

應 ヲ以テ セバ免疫價 ニ於テハ兩者ノ間ニ相違 アルモ共ニ哺乳類ハ絶對的臓器特異性烏類及 ビ兩

棲類ハ相對的種屬特異性ヲ示 シ魚類 ハ絶對的種屬特異性 ヲ表ス.免 疫體稀釋 沈降反應竝ニ免疫

體稀釋 補體結合反應ヲ以テセバ兩者ノ免疫價全ク同一ニシテ鳥類及 ビ兩棲類ハ著明ナル種屬特

異性 ヲ示 シ哺乳類ニ在 リテハ僅微ナルモ尚種屬特異性ノ存在ヲ認 メ得可ク魚類ハ絶對的種屬特

異性 ヲ示 ス.

2.高 價牛水晶體免疫血清ニ對 シAscoli氏 沈降反應竝ニUhlenhuth氏 補體結合反應 ヲ以

テセバ哺乳類,鳥 類,兩 棲類 ヲ通 ジテ絶對的臓器特異性 ヲ表 シ魚類ハミハ絶對的種屬特異性ヲ

示 ス.免 疫體稀釋沈降反應竝 ニ冤疫體稀釋補體結合反應 ヲ以テセバ鳥類,兩 棲類ハ著明ナル種

屬特異性 ヲ示 シ魚類ハ維對的種屬特異性 ヲ表 シ哺乳類 ハ免疫價 ハミヨリ見 レバ種屬特異性ノ存

在ヲ認 ムルコ ト稍困難 ナルモ反應幅ヲ比較 セバ其 ノ間區別明ナ リ.而 シテAscoli氏 沈降反應

竝 ニUhlenhuth氏 補體結合反應 ニ在 リテハ各々免疫價 ヲ異ニスルモ免疫體稀釋沈降反應竝ニ

免疫體稀釋沈降反應竝 ニ免疫體稀釋 補體結合反應 ニアリテハ免疫價全ク同一ナ リ.

3.鳥 類,兩 棲類蛋白ヲ以 テ動物 ヲ處置シテ得タル抗血清ハ牛水晶體免疫血清ニ於ケル ト殆
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ド同一關係 ヲ示 ス即チAscoli氏 輪環法竝 ニUhleuhuth氏 補體結合反應ニヨリ高價ナラザル

免疫血清 ヲ使用 セバ同種類ハ完全ナル臓器特異性,異 種類ハ相對的種屬特異性ヲ表 シ,魚 類ハ

絶對的種屬特異性 ヲ示 ス.高 價免疫血清 ヲ使用 セバ同種,異 種共ニ完全ナル臓器特異性 ヲ示ス

モ魚類 ニアリテハタ トへ兎疫高價 ナルモ絶對的種屬特異性ヲ示ス,免 疫體稀釋沈降反應竝 ニ同

法 ニヨル補體結合反應 ニヨレバ免疫 ノ高價ナル ト否 トニ關セズ同種類 ニ在 リテハ殆 ド完全ナル

臓器特異性ヲ表スモ異種類 ニアリテハ可成著明ナル種屬特異性ヲ示 ス.

4.魚 類水晶體家兎免疫血清 ニ在 リテハ免疫高價ナラザ レバ檢査方法ノ如何ヲ問ハズ魚類ハ

著明ナル臓器特異性 ヲ表 シ哺乳類,鳥 類,兩 棲類及 ビ軟體魚類 ニア リテハ絶對的種屬特異性ヲ

示ス.然 ルニ免疫高價ナランカAscoli氏 輪環法竝 ニUhlenhuth氏 補體結合反應 ニヨレバ魚

類ハ勿論哺乳類,鳥 類及 ビ兩棲類共ニ免疫價同一 ニシテ完全ナル臓器特異性 ヲ表 シ軟體魚類ノ

ミ獨 リ絶對的種屬特異性 ヲ示 ス.免 疫體稀釋沈降反應竝 ニ同法 ニヨル補體結合反應 ニヨレバ魚

類 ニァ リテハ著明ナル臓器特異性ヲ表 スモ其 ノ他 ハ動物 ニアリテハ相對的種屬特異性ヲ示ス,

而 シテ兩棲類ハ哺乳類,鳥 類 ニ比 シ近親度魚類ニ近キヲ見ル.

5,章 魚水晶體家兎免疫血清 ニア リテハ免疫高價ナラザ レバ如何ナル檢査方法 ヲ以テスルモ

軟體魚類 ニアリテモ可成著明ナル種屬特異性ヲ表 シ魚類,兩 棲類,烏 類,哺 乳類ニアリテハ共

ニ絶對的種屬特異性 ヲ示 ス,免 疫高價 ナレバAscoli氏 沈降反應竝ニUhlenhuth氏 補體結合

反應ヲ以テセバ軟體 魚類ハ完全ナルレ臓器特異性 ヲ表スモ免疫體稀釋沈降反應竝ニ同法ニヨル補

體結合反應ヲ以テセバ著明ナル種屬特異性ヲ示ス其 ノ他ノ動物ニアリテハ檢査方法 ノ如何ヲ問

ハズ絶對的種屬特異性 ヲ示 ス.
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Kurze Inhaltsangabe.

Beitrag zur Frage der Organspezifizitat der Linsen.

Von

M. Makino

Aus dem Hygienischen Institut der med. Universitat zu Okayama.

(Direktor. Prof. Dr. M. Ogata.)
Eingegangen am 21. Dezember 1929.

Verfasser immunisierte das Kaninchen mit verschiedenen Linsenarten, wie von 

Saugetier, Vogel, Frosch, Fiscb u. Seepolyp und beschaftigte sich mit Untersuchungen 

uber die Organspezifizitat der Linse mittelst Prazipitinreaktion und Komplementbindung, 

um zu prufen, ob sie ganz absolut sei.

Als Immunserum benutzte er zweierlei Sera, von denen das eine durch schwache, das 

andere durch hohe Immunisierung hergestellt wird.

Um die Meinungsverschiedenheit in dieser Frage genau zu erklaren, benutzte er die 

Bestimmung des Prazipitins u. der Komplementbindung zweierlei Methoden, einerseits die 

altbekannte Antigenverdunnungsmethode (nach Ascoli u. Uhlenbuth) andrerseits die 

Antikorperverdunnungsmethode (nach Ogata.), zuletzt bestimmte er die geeignete Anti

genverdunnung (B. Z.), um den Titer des Immunserums durch absteigende Verdiinnung 
derselben darzustellen.

1) Nach der Antigenverdunnungsmethode zeigt sowohl bei Prazipitinreaktion als 

auch bei Komplementbindung das schwach immunisierte Antirinderlinsenserum eine 

relative Organspezifizitat, weil das Serum auf Saugetierlinse fast gleich, auf die von Vogel 

u. Frosch schwacher, auf Fischlinse gar nicht reagiert.

Dagegen kann man durch Immunserumverdunnungsmethode die Titerunterschiede 

zwischen der Saugtierlinse auch bemerken und dieser Unterschied zeigt sich noch deut

licber gegen Vogel u. Fischlinse.

Bei hoch immunisiertem Antiserum wird diese Spezifizitat umgekehrt undeutlicher 

bei der Antigenverdunnungsmethode.

Bei der Antikorperverdunnungsmethode bleibt jedoch dieser Unterschied unveran

dert.

Das Fischlinsenantigen reagiert undeutlich auf diese hoch immunisierte Anti

saugetierlinsenserum.

2) Durch Antihdhnerlinsenserum des Kaninchens konnte ich Unterschiede zwischen 

Vogellinsenantigen durch obige vier Untersuchungsmethoden nicht finden. Diese
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Antisera reagierten zwar schwacher auf Saugetierlinsen u. Froschlinsen, aber auf Fisch

linsen nicht. Bei hoch immunisiertem Antiserum konnte man bei der Antigen

verdunnungsmethode Speciesunterschiede nicht angeben, weshalb die Linse vorher als 

absolut organspezifisch angenommen wurde. Bei Immunserumverdunnung konnte ich 

jedoch bei diese Serum Speciesunterschiede deutlich finden, z. B. auf Huhnerlinse (1:80), 
auf Rinder u. Fischlinse (1:60).

3) Bei Antifroschlinsenserum bekam ich dieselben Resultate, wie bei Antihuhner

linsenserum (siehe 2).

4) Das Resultat bei Antifischlinsenserum des Kaninchens ist etwas anders. Bei 

schwach immunisiertem Antiserum zeigt die Fischlinse bei Uhlenhuthscher Methode 

absolute Organspezifizitat in Fischarten, und dieses Immunserum reagierte nicht auf 

schwach Linsenarten, mit Ausnahme von Froschlinsen. (nach langer Beobachtung, 

andere positiv.)

Mittelst Prazipitinreaktion jedoch fand ich einen Unterschied zwischen Seefisch 

(Salzwasser) und Suszwasserfisch bei Anwendung der Immunserumverdunnungsmethode, 
daher kann die Organspezifizitat der Linse unter Fischarten nicht als absolut gelten.

Bei hoch immunisiertem Antiserum ist die Reaktion so stark, dass bei Antigen

verdunnung die Artspezifizitat kaum nachweisbar ist, weil dieses Serum auf Fisch-

Saugetier-Huhner- und Froschlinse beinahe gleich reagiert. Dieser Speciesunterschied 

tritt bei der Immunserumverdunnungsmethode deutlich auf.

5) Zuletzt immunisierte ich das Kaninchen durch die Linse von Seepolypen und 

stellte die Untersuchungen an wie oben. Die Antikorperbildungskraft dieser Linsen ist 

nicht gut, und das Antiserum reagiert nur auf die entsprechende Linse und Tintenfisch

linse. Deshalb mochte ich hier keine genauere Beschreibung geben.

6) Nach obigen Beobachtungen schliesse ich, dass die Organspezifizitat der Linsen 

nicht absolut ist.
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